
　
瀧
音
能
之
先
生
は
、
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
三
月
、
ご
定
年
を
迎
え
ら
れ
、
駒
澤
大
学
を
ご
退
職
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
本

学
に
着
任
さ
れ
た
の
は
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
四
月
の
こ
と
で
、
以
来
、
二
七
年
に
わ
た
り
教
鞭
を
と
ら
れ
、
教
育
・
研
究
と
と
も

に
学
科
運
営
、
そ
し
て
大
学
運
営
に
も
献
身
的
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

瀧
音
先
生
は
、
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
北
海
道
の
お
生
ま
れ
で
、
函
館
ラ
・
サ
ー
ル
高
等
学
校
を
卒
業
後
、
昭
和
四
十
八
年

（
一
九
七
三
）
四
月
に
早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
日
本
史
学
専
攻
に
ご
入
学
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
三
月
に
同
専

攻
ご
卒
業
、
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
四
月
に
明
治
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
に
進
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
三
月
に
は
同
専
攻
修
了
、
同
年
四
月
に
同
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
に
進
学
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
に
同
専
攻
博
士
後
期
課
程
を
満
期
退
学
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
淑
徳
高
等
学
校
、
淑
徳
短
期
大

学
、
淑
徳
大
学
人
文
学
部
、
尚
美
学
園
短
期
大
学
、
日
本
大
学
通
信
教
育
学
部
、
早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
、
早
稲
田
大
学
第
二
文
学
部
、

早
稲
田
大
学
人
間
科
学
部
、
早
稲
田
大
学
法
学
部
、
多
摩
美
術
大
学
な
ど
で
非
常
勤
講
師
を
歴
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
四
月
、
文
学
部
歴
史
学
科
に
助
教
授
と
し
て
お
迎
え
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
平
成
十
四
年

（
二
〇
〇
二
）
に
は
教
授
に
昇
任
さ
れ
、
今
日
を
迎
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

駒
沢
史
学
会
会
長

大
　
城
　
道
　
則

瀧
音
能
之
先
生
の
ご
退
職
に
あ
た
っ
て
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瀧
音
先
生
の
ご
専
門
は
日
本
古
代
史
で
、『
出
雲
国
風
土
記
』
を
は
じ
め
と
し
た
各
国
風
土
記
や
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
な
ど
の

神
話
に
つ
い
て
精
力
的
に
研
究
を
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
古
代
出
雲
に
関
す
る
研
究
を
深
め
ら
れ
、平
成
六
年
（
一
九
九
四
）

一
月
に
は
博
士
論
文
「
古
代
出
雲
地
域
史
の
研
究
」
を
ま
と
め
ら
れ
、
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を
早
稲
田
大
学
か
ら
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
成
果
は
、
同
年
四
月
に
『
出
雲
国
風
土
記
と
古
代
日
本
―
出
雲
地
域
史
の
研
究
―
』
と
し
て
雄
山
閣
出
版
か
ら
公
刊
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
後
、『
古
代
出
雲
の
社
会
と
信
仰
』『
古
代
出
雲
の
社
会
と
交
流
』『
出
雲
古
代
史
論
攷
』
の
研
究
論
文
集
を
は
じ
め
、
多
く
の

編
著
書
や
論
文
等
を
執
筆
さ
れ
、
古
代
出
雲
の
研
究
に
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学
術
研
究
で
得
ら
れ
た
成
果
を
研

究
者
で
は
な
い
一
般
の
方
々
に
も
広
く
紹
介
す
る
こ
と
に
も
努
め
ら
れ
、
数
多
く
の
入
門
書
も
手
掛
け
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
本
学
に
就
任
後
の
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
は
、
在
外
研
究
で
韓
国
高
麗
大
学
校
に
渡
ら
れ
、
そ
の
後
は
国
外
に
も
研
究

活
動
の
幅
を
広
げ
ら
れ
、
韓
国
や
中
国
の
学
会
や
学
術
誌
等
に
お
い
て
も
研
究
成
果
を
発
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
ご
研
究
の
か

た
わ
ら
、
学
外
で
は
、
出
雲
古
代
史
研
究
会
の
役
員
や
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
の
客
員
研
究
員
を
長
年
に
わ
た
り
お
務
め
に
な
ら
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
十
八
年
度
ま
で
は
大
学
院
歴
史
学
専
攻
の
主
任
、
平
成
十
九
年
度
・
二
十
年
度
は
歴
史
学
科
の
主
任
、
平

成
二
十
五
年
度
・
二
十
六
年
度
は
入
学
セ
ン
タ
ー
所
長
と
し
て
お
務
め
い
た
だ
き
、
教
育
や
大
学
運
営
の
面
で
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
令
和
六
年
三
月
、
瀧
音
能
之
先
生
を
お
送
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
普
段
は
温
厚
で
あ
り
な
が
ら
、
研
究
に
は
厳
し
く
、

研
究
書
・
一
般
書
を
問
わ
ず
持
論
を
表
に
出
し
続
け
る
姿
勢
に
は
常
に
感
銘
を
受
け
て
お
り
ま
し
た
。
駒
澤
大
学
に
大
い
な
る
足
跡
を
残

さ
れ
た
瀧
音
先
生
が
本
年
度
を
も
っ
て
ご
退
職
さ
れ
る
こ
と
は
ま
こ
と
に
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
ご
健
勝
で
ご
研
究
を
続
け
ら

れ
る
と
と
も
に
、
駒
澤
大
学
、
そ
し
て
歴
史
学
科
を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
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